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【構想図】

【課題】 DXがあまり進んでいないがコストをかけられない。熟練者の知識や経験、労力がな
いと組織固有のデータを利活用できない。生成AIのフェイク情報が業務利用を妨げる。
【解決】 構造化されていないデジタルデータも対象として導入コストを下げる。組織固有の
ノウハウをシステムの検索機能に落とし込んで利用のハードルを下げる。組織が持つ正しい
情報だけを回答する。
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